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[ １ ]（ 説 ）( 3 )

… 全 て の 事 物 は 相 互 依 存 （ そ れ 独 自 で 成 立 し て て い い る も の な ど な い ）

∴ こ れ も 諸 法 無 我 c f . 我 執 お か げ さ ま （ エ コ ロ ジ ー の 考 え 方 ）

[２ ]（ 説 ）( 4 )

４ つ の 真 理 ← あ き ら か に す る （ ＋ ） ← あ き ら め る （ － ）

１ … 生 き る こ と は 苦 （ 結 果 ）[３ ]諦

２ … 苦 は 煩 悩 か ら 生 じ る （ 原 因 ）[４ ]諦

３ … 煩 悩 を 滅 ぼ し て 悟 る （ 目 的 ）[５ ]諦

４ … 悟 り は 八 正 道 に よ る （ 手 段 ）[６ ]諦

[７ ]道( 5 ）

正 [８ ] 正 [９ ] 正 [ 1 0 ]… 正 見 ・ 正 思 ・ 正 語 ・ 正 業 ・ ・ 正 精 進 ・ ・
し ょ う け ん し ょ う し し ょ う ご し ょ う ご う し ょ う し ょ う じ ん

行 い 生 活 努 力 注 意 禅 定 （ ぜ ん じ ょ う ）

( 6 ) c f . 「 が ん ば り す ぎ （ が ん ば っ て い る こ と が 「 自 己 目 的 化 ） も Ｎ Ｇ[ 1 1 ] 道 」 」

( 7 ) … 与 楽 抜 苦 。 仏 教 の 愛[ 1 2 ]
よ ら く ば っ く

Ａ と Ｂ Ａ Ｂ

( 8 ) 俗 人 （ 一 般 信 者 ） ヘ の 教 え

１ を 敬 え[ 1 3 ]

… 仏 ・ 法 ・ 僧

２ e x . 不 殺 生 、 不 妄 語[ 1 4 ] 戒 （ 五 戒 ）

う そ

c f . A . D . １ Ｃ 、 ブ ッ ダ が 信 仰 の 対 象 化③ 展 開

[ 1 5 ] 部 （ 小 乗 仏 教 ）( 1 )

「 小 さ い 乗 り 物 」 ＝ 悪 口

１ 戒 律 厳 守 で 保 守 的

２ 自 己 の 救 済 （ 悟 り ） が 目 的

３ が 理 想[ 1 6 ] 漢

修 行 で 悟 っ た 人

[ 1 7 ] 部 （ 大 乗 仏 教 ）( 2 )

「 大 き な 乗 り 物 」 ＝ 自 称

１ 戒 律 に 自 由 度 大 き い

２ （ 生 き と し 生 け る も の ） の 救 済 が 目 的一 切 [ 1 8 ]

３ が 理 想 … 利 他 行 を 実 践[ 1 9 ]

４ e x . 布 施 … 貧 し い 人 な ど へ の 施 し や 寄 付六 [ 2 0 ] 蜜
ふ せ ほ ど こ

「 修 行 」

[ 2 1 ] の 思 想５

ａ が で 理 論 化 （ ）[ 2 2 ] （ ナ ー ガ ー ル ジ ュ ナ ） 「 [ 2 3 ] 是 空 、 [ 2 3 ] 是 色 ｣ [ 2 4 ] 論『 』

… 全 て の も の は 実 体 が な く 、 生 滅 ・ 変 化 ← 縁 起 説 を 深 化

ｂ の … 全 て の も の は 心 の 働 き の 所 産[ 2 5 ] 唯 [ 2 6 ] 論 （ 唯 識 思 想 ）

認 識 す る 主 観

c f . 兄 は 無 着

M E M O e t c .


